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研究題目：日本の高齢者におけるオーラルフレイルとその構成要素の社会
経済的格差

目　的：
　オーラルフレイルは全身の健康を損ない、生活の質を低下させる。社会経済的要因がオーラル
フレイルとその構成要素に影響を及ぼす可能性がある。本研究は、日本の高齢者におけるオーラ
ルフレイルとその構成要素の社会経済的格差を検討することを目的とした。

対象および方法：
　本研究は、2022 年に実施された 65 歳以上の個人を対象とした日本老年学的評価研究のデータ
を用いた横断研究である。
  アウトカムは、オーラルフレイル（２つ以上の構成要素が存在する場合と定義）およびその構
成要素：歯の本数が少ない、咀嚼困難、嚥下困難、口渇、構音運動技能の低下とした。説明変数
は、社会経済的要因であり、学歴、等価年間世帯所得、資産、年金種別を含めた。交絡因子とし
て年齢や性別を調整した。
  欠損データに対処するために多重代入法を適用した後、格差勾配係数（SII）、格差相対指数

（RII）を算出した。オーラルフレイルの社会経済的格差に対する各オーラルフレイル構成要素
の寄与を評価するために、異なる調整モデル間での SII の係数の減少率を推定した。

結果および考察：
　本研究には、計 21,924 人の高齢者が含まれた。高齢者のオーラルフレイルの有病率は 33.6％
であった。研究対象者の 52.3％が女性であり、平均年齢は 74.8 歳（標準偏差 =6.3）であった。
　学歴、等価年間世帯所得、資産、年金種別別のオーラルフレイルの有病率を推定した。教育年
数が少ない、低い等価所得、低い資産、劣悪な年金種別の参加者で、オーラルフレイルの有病率
が高い傾向にあった。
  多重代入法適用後のオーラルフレイル有病率における社会経済的要因の SII および RII を推定
した。交絡因子を調整後、全ての社会経済的要因で統計的に有意な格差が確認された。資産は他
の領域と比較して最大の格差を生じ、調整済み SII は 0.17（95％信頼区間（CI）、0.14〜0.20）、
調整済み RII は 1.66（95％ CI、1.52〜1.82）であった。
　各オーラルフレイル構成要素を調整したモデルにおける SII の係数と、多重代入法後の構成要
素による SII の減少率を推定した。オーラルフレイルの全体的な格差は、主に歯の本数が少ない
ことと咀嚼困難に起因していた。
  私たちの知る限り、本研究は社会経済的格差とオーラルフレイルの関連を初めて明らかにした
ものである。本研究の結果は、潜在的な交絡因子を調整した後も、オーラルフレイルに有意な社
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会経済的格差が存在することを示した。重要なことに、資産が最も影響力のある社会経済的要因
であり、完全調整モデルで最大の SII および RII を示した。オーラルフレイルのこれらの格差
は、主に歯の喪失と咀嚼困難の格差によって引き起こされていた。
  本研究の結果は、社会経済的地位に関連する口腔健康の社会的勾配を強調した先行研究と一致
する１）。高齢者の口腔健康関連の生活の質が低いことと、低い社会経済的地位が有意に関連して
いることを示したシステマティックレビューとメタアナリシスがある２）。別の研究では、国民皆
保険の下で歯科補綴がカバーされているにもかかわらず、日本の成人高齢者における歯科補綴の
使用には社会経済的格差が持続していることがわかった３）。本研究は上記の参考文献を補完し、
日本の高齢者における社会経済的格差とオーラルフレイルの関連についての新たな証拠を提供し
た。
  本研究は、公衆衛生上重要な示唆を持つ。高齢者の間でオーラルフレイルになりやすい不利な
立場にある集団を示唆するのに寄与する。適切に管理されない場合、オーラルフレイルは悪化
し、口腔機能の低下、ひいては口腔機能の障害につながり、虚弱や神経変性疾患など多くの深刻
な健康問題と関連する４）。そのため社会経済的に不利な立場にあるグループのオーラルフレイル
の格差を縮小する施策が求められている。

成果発表：（予定を含めて口頭発表、学術雑誌など）
  本研究の要旨は、2025 年６月 25 日から 28 日にスペインのバルセロナで開催予定の 2025 年国
際歯科・口腔・頭蓋顔面研究学会（IADR）総会＆展示会での口頭発表のために提出された。さ
らに、原稿は国際誌への掲載に向けて準備中である。
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